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本
稿
は
前
稿
(
)
に
続
き
︑
井
上
円
了
が
明
治
四
四
年
の
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
行
っ
た
台
湾
巡
講
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
︒
１
前
稿
で
は
﹃
台
湾
教
育
会
雑
誌
﹄
︑
﹃
台
湾
時
報
﹄
な
ど
︑
雑
誌
︑
単
行
本
記
事
を
収
録
し
た
が
︑
本
稿
で
は
﹃
台
湾
日
日
新
報
﹄
の
中
か
ら
円
了
に
関
す
る
記
事
を
収
集
︑
整
理
し
た
︒
︿
凡
例
﹀
・
本
資
料
は
﹃
台
湾
日
日
新
報
﹄
の
記
事
で
円
了
に
関
す
る
も
の
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
︒
﹃
台
湾
日
日
新
報
﹄
に
は
日
本
語
版
と
中
国
語
版
の
２
つ
が
あ
る
︒
・
見
出
し
の
中
︑
無
印
が
日
本
語
︑
＊
印
が
中
国
語
で
あ
る
︒
・
中
国
語
の
中
︑
も
と
の
日
本
語
が
あ
る
場
合
に
は
一
覧
表
の
番
号
を
用
い
て
︵
N
o
○
訳
︶
と
し
た
︒
日
本
語
訳
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
も
の
は
記
さ
な
い
︒
・
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
︑
原
文
に
句
点
︑
読
点
を
補
っ
た
場
合
が
あ
る
︒
・
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
し
た
︒
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井
上
円
了
の
台
湾
巡
講
に
関
す
る
資
料
︵
二
︶
佐
藤
厚
sa
to
u
a
tsu
sh
i
・
記
事
に
は
振
仮
名
が
付
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
難
読
字
を
除
き
振
仮
名
は
付
け
な
い
︒
・
判
読
で
き
な
い
文
字
は
■
で
示
し
た
︒
・
記
事
に
よ
っ
て
は
内
容
を
説
明
す
る
た
め
の
注
を
付
け
た
︒
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︿
表
１
﹀
﹃
台
湾
日
日
新
報
﹄
の
中
の
井
上
円
了
関
係
記
事
一
覧
同
右
︵
広
告
︶
台
湾
教
育
会
７
明
治
四
四
年
一
月
一
四
日
同
右
時
事
小
言
東
洋
協
会
講
演
会
刊
行
年
月
日
見
出
し
No８11
同
右
＊
官
紳
紀
事
９
明
治
四
四
年
一
月
一
二
日
︵
見
出
し
な
し
︶
同
右
＊
官
紳
紀
事
︵
訳
︶
No
1
２５
同
右
明
治
四
四
年
一
月
一
三
日
基
隆
に
於
け
る
井
上
博
士
６
︵
広
告
︶
台
湾
教
育
会
12
明
治
四
三
年
一
二
月
一
五
日
︵
見
出
し
な
し
︶
１
同
右
＊
哲
学
演
説
10
明
治
四
四
年
一
月
八
日
井
上
博
士
の
巡
回
講
話
３
同
右
＊
井
上
博
士
巡
行
講
演
︵
訳
︶
No
3
４
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13
＊
開
講
演
会
15
同
右
＊
博
士
近
什
︵
訳
︶
No
6
14
同
右
時
事
小
言
明
治
四
四
年
一
月
一
七
日
一
昨
日
の
東
洋
協
会
講
演
20
同
右
無
絃
琴
19
明
治
四
四
年
一
月
一
六
日
井
上
円
了
顔
写
真
18
同
右
︵
広
告
︶
17
明
治
四
四
年
一
月
一
五
日
＊
紀
東
洋
協
会
講
演
会
︵
訳
︶
No
11
16
同
右
26
同
右
台
湾
神
社
参
拝
25
同
右
日
の
丸
館
の
幽
霊
24
明
治
四
四
年
一
月
一
八
日
︵
見
出
し
な
し
︶
23
同
右
十
把
来
22
同
右
台
北
医
院
の
精
神
講
話
21
同
右
＊
旅
館
幽
霊
︵
訳
︶
No
24
29
同
右
＊
哲
博
将
来
28
同
右
＊
参
拝
台
湾
神
社
︵
訳
︶
No
25
27
明
治
四
四
年
一
月
一
九
日
＊
博
士
巡
遊
日
程
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井
上
博
士
講
演
会
31
明
治
四
四
年
一
月
二
一
日
＊
博
士
講
演
30
明
治
四
四
年
一
月
三
〇
日
＊
開
会
演
説
36
明
治
四
四
年
一
月
二
六
日
＊
井
上
博
士
巡
程
変
更
︵
訳
︶
No
34
35
明
治
四
四
年
一
月
二
五
日
井
上
博
士
巡
回
日
割
変
更
34
明
治
四
四
年
一
月
二
三
日
＊
井
上
博
士
講
演
︵
訳
︶
No
32
33
同
右
中
壢
に
於
け
る
井
上
博
士
32
明
治
四
四
年
一
月
二
二
日
42
明
治
四
四
年
二
月
七
日
＊
井
上
博
士
講
演
41
明
治
四
四
年
二
月
六
日
井
上
博
士
講
演
40
明
治
四
四
年
二
月
四
日
＊
博
士
将
来
39
明
治
四
四
年
二
月
三
日
世
論
一
般
38
明
治
四
四
年
二
月
一
日
＊
大
演
説
会
37
明
治
四
四
年
二
月
一
五
日
井
上
博
士
揮
毫
：
写
真
46
明
治
四
四
年
二
月
一
三
日
＊
官
紳
紀
事
45
明
治
四
四
年
二
月
一
一
日
＊
博
士
講
演
44
明
治
四
四
年
二
月
一
〇
日
︵
広
告
︶
井
上
博
士
講
演
43
明
治
四
四
年
二
月
九
日
︵
広
告
︶
井
上
博
士
講
演
１︵
見
出
し
な
し
︶︵
明
治
四
三
年
一
二
月
一
五
日
︶
井
上
円
了
博
士
︑
近
日
渡
台
の
筈
︑
２
＊
﹁
官
紳
紀
事
﹂︵
明
治
四
三
年
一
二
月
一
五
日
︶
井
上
円
了
博
士
擬
於
近
天
抵
台
︑
３
﹁
井
上
博
士
の
巡
回
講
話
﹂︵
明
治
四
四
年
一
月
八
日
︶
文
学
博
士
井
上
円
了
氏
は
︑
先
年
哲
学
館
大
学
退
隠
後
の
事
業
と
し
て
哲
学
堂
建
設
拡
張
に
従
事
す
る
と
共
に
︑
各
地
に
修
身
教
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井
上
博
士
講
演
会
47
明
治
四
四
年
四
月
三
日
＊
渡
台
中
所
感
︵
上
︶
52
同
右
＊
官
紳
紀
事
︵
訳
︶
No
50
51
明
治
四
四
年
二
月
二
〇
日
往
来
50
同
右
＊
官
紳
紀
事
49
明
治
四
四
年
二
月
一
七
日
＊
博
士
消
息
︵
訳
︶
No
47
48
明
治
四
四
年
二
月
一
六
日
明
治
四
四
年
六
月
八
日
＊
博
士
寄
附
55
明
治
四
四
年
四
月
九
日
＊
博
士
南
游
54
明
治
四
四
年
四
月
五
日
＊
渡
台
中
所
感
︵
下
︶
53
会
設
置
を
唱
道
し
︑
数
年
来
︑
内
地
各
地
に
巡
回
講
話
を
為
し
つ
ゝ
あ
り
し
が
︑
今
回
約
一
箇
月
の
見
込
に
て
台
湾
巡
回
を
志
し
︑
来
る
十
二
日
入
港
の
笠
戸
丸
に
て
着
台
︑
同
日
及
び
十
三
日
は
基
隆
哨
船
頭
久
宝
寺
に
て
︑
十
四
︑
十
五
︑
十
六
の
三
日
間
は
台
北
に
滞
在
︑
三
回
の
講
演
を
な
し
︑
其
後
は
左
の
各
地
に
て
講
演
会
を
開
く
筈
な
り
︑
宜
蘭
︑
羅
東
︑
新
竹
︑
苗
栗
︑
桃
園
︑
台
中
︑
彰
化
︑
嘉
義
︑
斗
六
︑
鹽
水
港
︑
台
南
︑
打
狗
︑
鳳
山
︑
阿
緱
︑
蕃
薯
︑
璞
石
閣
︑
花
蓮
港
︑
羅
東
︑
台
南
な
ほ
博
士
は
何
地
に
て
も
需
に
応
じ
揮
毫
を
な
す
由
な
る
が
︑
当
地
に
て
は
各
宗
寺
院
神
島
表
具
店
に
て
之
を
取
り
扱
ふ
由
︑
４
＊
﹁
井
上
博
士
巡
行
講
演
﹂︵
明
治
四
四
年
一
月
八
日
︶
文
学
博
士
井
上
円
了
氏
︒
前
年
由
哲
学
館
大
学
退
隠
後
︒
則
方
拡
張
哲
学
堂
︒
且
唱
設
修
身
教
会
︒
数
年
以
来
︒
遍
行
内
地
各
処
講
演
︒
此
次
按
約
一
個
月
間
︒
巡
行
台
湾
︒
十
二
日
将
乘
笠
戸
丸
抵
台
︒
是
日
及
十
三
日
於
基
隆
︒
十
四
五
六
等
日
於
台
北
︒
暫
駐
文
旌
︒
在
基
隆
之
際
︒
山
田
支
庁
長
以
次
木
村
佐
藤
其
他
有
志
者
︒
出
為
籌
謀
︒
延
博
士
於
該
地
哨
■
頭
久
宝
寺
講
演
︒
且
対
於
請
為
揮
毫
者
︒
設
会
於
公
益
社
︒
為
執
韓
旋
之
労
云
︒
５
︵
見
出
し
な
し
︶︵
明
治
四
四
年
一
月
一
二
日
︶
井
上
円
了
氏
︵
文
学
博
士
︶
本
日
基
隆
上
陸
の
筈
６
基
隆
に
於
け
る
井
上
博
士
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
三
日
︶
井
上
円
了
博
士
は
既
報
の
如
く
︑
昨
日
入
港
の
笠
戸
丸
に
て
随
行
員
中
野
氏
と
共
に
基
隆
に
著
し
︑
同
地
官
民
有
志
の
歓
迎
を
受
174
け
︑
直
に
旅
館
富
貴
閣
に
入
り
た
る
が
︑
昨
夜
は
有
志
の
乞
に
応
じ
久
宝
寺
に
於
て
﹁
実
業
興
振
﹂
及
﹁
仏
教
と
国
家
﹂
の
二
題
を
講
演
し
︑
本
夜
も
又
同
寺
に
て
﹁
公
徳
養
成
論
﹂
及
﹁
未
来
の
有
無
﹂
の
二
題
を
講
演
さ
る
ゝ
筈
な
り
︑
昨
夜
の
如
き
は
聴
衆
三
百
余
名
に
達
し
盛
会
な
り
︑
昼
間
は
有
志
の
依
頼
に
応
じ
得
意
の
揮
毫
に
随
い
居
れ
る
か
︑
依
頼
者
甚
だ
多
数
に
し
て
其
書
は
本
日
中
︑
富
貴
閣
の
下
座
敷
に
掲
げ
て
一
般
の
観
覧
に
供
し
つ
ゝ
あ
り
︑
同
氏
は
明
日
午
前
台
北
に
来
り
数
日
滞
在
の
上
︑
向
一
箇
月
の
予
定
に
て
台
湾
各
地
方
を
巡
視
の
筈
な
り
︑
因
に
同
氏
来
航
の
途
中
笠
戸
丸
船
中
に
て
作
れ
る
左
の
如
き
漢
詩
四
首
あ
り
其
一
風
定
檣
頭
夜
寂
寥
︒
鎮
西
山
外
望
晴
霄
︒
南
溟
寒
月
別
成
趣
︒
不
照
梅
花
照
暖
潮
︒
其
二
船
奔
碧
浪
白
雲
間
︒
四
面
茫
茫
不
見
山
︒
皇
国
版
図
何
処
尽
︒
大
凰
程
外
有
台
湾
︒
其
三
笠
戸
船
中
電
局
開
︒
閃
光
発
処
響
如
雷
︒
家
山
遠
君
休
説
︒
波
上
忽
傳
消
息
来
︒
其
四
︵
船
中
狂
作
︶
商
船
笠
戸
大
如
城
︒
遙
向
台
湾
載
客
行
︒
連
夜
講
談
交
落
語
︒
三
時
楽
隊
助
歓
迎
︒
已
開
電
局
傳
消
息
︒
更
設
写
真
慰
旅
情
︒
況
復
佳
殽
慈
味
在
︒
何
人
不
発
快
哉
聲
︒
基
隆
上
陸
の
後
博
士
は
有
志
の
依
頼
に
応
じ
て
右
の
漢
詩
を
揮
毫
し
与
へ
た
る
も
尠
か
ら
ざ
り
し
と
云
ふ
︵
基
隆
電
話
︶
７
︵
広
告
︶
台
湾
教
育
会
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
三
日
︶
来
ル
十
四
日
午
後
二
時
ヨ
リ
東
門
外
第
二
小
学
校
屋
内
体
操
場
ニ
於
テ
講
演
会
ヲ
開
キ
左
ノ
講
演
有
之
候
間
︑
会
員
諸
君
御
参
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会
相
成
度
候
也
︵
会
員
外
有
志
諸
君
御
参
会
随
意
︶
明
治
四
十
四
年
一
月
台
湾
教
育
会
一
精
神
修
養
法
文
学
博
士井
上
円
了
君
８
時
事
小
言
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
三
日
︶
井
上
幽
霊
博
士
は
這
回
来
台
せ
ら
る
︑
土
人
の
幽
霊
︑
生
蕃
の
幽
霊
は
以
て
好
対
手
た
る
可
︑
９
＊
官
紳
紀
事
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
三
日
︶
井
上
円
了
氏
︵
文
学
博
士
︶
日
昨
抵
台
＊
哲
学
演
説
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
三
日
︶
10
茲
有
哲
学
堂
主
井
上
円
了
博
士
︒
将
以
其
哲
学
館
退
隠
以
来
所
経
過
︒
渡
台
演
説
︒
即
自
明
治
三
十
九
年
迄
四
十
三
年
︒
奉
戴
御
詔
勅
之
聖
旨
︒
所
演
修
身
上
及
学
術
上
所
関
等
︒
其
在
台
北
開
演
之
期
︒
為
一
月
十
四
五
六
之
三
日
︒
聞
其
前
此
已
開
会
一
千
三
十
七
市
町
村
︒
演
説
二
千
二
百
廿
七
席
︒
聴
衆
五
十
六
万
千
六
百
四
十
五
人
︒
然
此
猶
属
前
期
五
個
年
間
︒
今
後
尚
擬
以
中
後
二
期
即
十
個
年
間
︒
巡
遍
全
国
各
郡
︒
顧
為
補
助
開
会
之
経
費
︒
与
積
立
哲
学
堂
之
維
持
費
︒
遂
応
人
之
依
賴
揮
毫
者
︒
昨
年
十
一
月
︒
該
176
学
堂
為
此
五
個
年
間
之
總
決
算
︒
收
入
二
万
四
千
余
︒
支
出
二
万
二
千
余
︒
尚
剩
一
千
二
百
余
︒
則
以
充
同
年
末
之
支
給
︒
今
後
擬
増
置
庭
園
鑄
造
四
聖
銅
像
設
備
図
書
館
臨
時
諸
費
及
基
本
金
積
立
等
︒
尚
須
五
万
円
︒
則
更
期
以
十
個
年
完
成
之
︒
其
学
堂
現
在
東
京
市
本
区
駒
込
富
士
前
町
︒
将
来
且
願
於
市
外
為
修
養
的
公
園
︒
永
備
社
会
公
衆
之
共
楽
︒
東
洋
協
会
講
演
会
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
四
日
︶
11
東
洋
協
会
台
湾
支
部
に
て
は
既
記
の
如
く
来
十
五
日
午
後
一
時
よ
り
国
語
学
校
両
天
体
操
場
に
於
て
講
演
会
を
開
く
由
に
て
其
演
題
左
の
如
し
一
心
理
的
妖
怪
談
文
学
博
士
井
上
円
了
君
一
東
西
文
明
の
衝
突
文
学
博
士
片
山
秀
吉
君
尚
ほ
当
日
井
上
博
士
は
演
講
時
間
の
前
後
に
於
て
一
般
有
志
の
需
に
応
じ
額
面
扇
面
■
物
其
他
の
揮
毫
を
せ
ら
る
ゝ
筈
な
り
と
︵
広
告
︶
台
湾
教
育
会
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
四
日
︶
12
来
ル
十
四
日
午
後
二
時
ヨ
リ
東
門
外
第
二
小
学
校
屋
内
体
操
場
ニ
於
テ
講
演
会
ヲ
開
キ
左
ノ
講
演
有
之
候
間
︑
会
員
諸
君
御
参
会
相
成
度
候
也
︵
会
員
外
有
志
諸
君
御
参
会
随
意
︶
明
治
四
十
四
年
一
月
台
湾
教
育
会
一
精
神
修
養
法
文
学
博
士
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井
上
円
了
君
時
事
小
言
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
四
日
︶
13
妖
怪
博
士
の
名
あ
る
井
上
博
士
来
本
島
︑
縦
鼻
横
目
の
妖
怪
不
少
済
度
方
頼
み
上
ぐ
＊
博
士
近
什
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
四
日
︶
14
文
学
博
士
井
上
円
了
氏
︒
如
所
預
報
︒
大
昨
日
与
從
員
中
野
某
俱
抵
基
隆
︒
該
地
有
志
者
歓
迎
之
︒
投
宿
富
貴
閣
旅
館
︒
因
有
志
者
請
︒
在
久
宝
寺
講
演
実
業
興
振
策
︒
仏
教
与
国
家
二
題
︒
昨
夜
亦
在
同
寺
講
演
公
徳
養
成
論
︒
未
来
有
無
二
題
︒
是
日
聴
講
者
︒
実
有
三
百
余
人
之
多
︒
昼
間
応
需
揮
毫
︒
聞
博
士
日
昨
抵
北
滯
留
数
天
後
︒
預
定
一
月
巡
歴
全
島
︒
博
士
有
船
中
詩
︒
録
於
後
︒
其
一
風
定
檣
頭
夜
寂
寥
︒
鎮
西
山
外
望
晴
霄
︒
南
溟
寒
月
別
成
趣
︒
不
照
梅
花
照
暖
潮
︒
其
二
船
奔
碧
浪
白
雲
間
︒
四
面
茫
茫
不
見
山
︒
皇
国
版
図
何
処
尽
︒
大
凰
程
外
有
台
湾
︒
其
三
笠
戸
船
中
電
局
開
︒
閃
光
発
処
響
如
雷
︒
家
山
遠
君
休
説
︒
波
上
忽
傳
消
息
来
︒
其
四
︵
船
中
狂
作
︶
商
船
笠
戸
大
如
城
︒
遙
向
台
湾
載
客
行
︒
連
夜
講
談
交
落
語
︒
三
時
楽
隊
助
歓
迎
︒
已
開
電
局
傳
消
息
︒
更
設
写
真
慰
旅
情
︒
況
復
佳
殽
慈
味
在
︒
何
人
不
発
快
哉
聲
︒
＊
開
講
演
会
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
四
日
︶
15
来
十
五
日
午
後
一
時
︒
東
洋
協
会
台
湾
支
部
︒
将
在
国
語
学
校
︒
為
井
上
博
士
及
外
一
名
開
講
演
会
︒
又
本
日
因
台
湾
教
育
会
請
︒
在
東
門
外
第
二
小
学
校
体
操
場
講
演
︒
但
演
題
即
精
神
修
養
法
云
︒
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＊
紀
東
洋
協
会
講
演
会
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
五
日
︶
16
東
洋
協
会
台
湾
支
部
︒
如
前
所
報
︒
擬
於
本
日
下
午
一
勾
鐘
始
︒
在
国
語
学
校
雨
天
体
操
場
︒
開
講
演
会
︒
其
講
題
及
講
演
者
︒
即
心
理
的
妖
怪
談
︒
文
学
博
士
井
上
円
了
君
︒
東
西
文
明
之
衝
交
︒
法
学
士
片
山
秀
吉
君
︒
又
是
日
井
上
博
士
︒
為
応
一
般
有
志
者
之
需
︒
擬
於
演
講
時
間
前
後
︒
為
之
書
匾
額
扇
面
連
其
他
等
云
︒
︵
広
告
︶︵
明
治
四
四
年
一
月
一
五
日
︶
17
来
る
十
六
日
︵
日
曜
︶
午
後
一
時
よ
り
赤
十
字
医
院
楼
上
に
於
て
井
上
博
士
の
講
演
会
相
開
き
候
間
︑
会
員
は
固
よ
り
会
員
外
の
婦
人
方
も
万
障
御
繰
合
せ
の
上
︑
御
聴
講
被
下
度
候
也
︑
但
し
服
装
は
御
随
意
の
こ
と
台
北
婦
人
三
団
体
井
上
円
了
写
真
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
六
日
︶
18
︵
注
︶
写
真
は
前
掲
拙
論
二
四
六
頁
に
掲
載
無
絃
琴
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
六
日
︶
19
円
了
博
士
は
渡
台
後
講
演
に
寧
日
な
し
の
有
様
で
あ
る
の
に
朝
日
座
で
は
四
谷
怪
談
を
演
し
︑
内
地
で
は
千
里
眼
の
■
話
題
に
花
が
咲
く
︑
何
と
な
く
空
気
も
陰
鬱
と
な
つ
て
来
た
︒
▲
併
し
円
了
博
士
が
妖
怪
を
■
道
し
た
時
代
と
今
日
の
千
里
眼
研
究
時
代
と
比
較
す
れ
ば
殆
ど
霄
壤
の
差
が
あ
る
︒
博
士
の
時
代
は
バ
ケ
モ
ノ
グ
ラ
フ
ヒ
イ
で
あ
つ
た
が
︑
今
日
で
は
バ
ケ
モ
ノ
ロ
ヂ
ー
が
成
■
す
る
様
に
な
つ
た
︒
▲
十
年
前
に
在
り
て
は
其
他
の
方
面
よ
り
解
釈
を
得
ん
と
欲
し
て
居
つ
た
が
今
日
で
は
其
れ
自
身
の
研
究
を
な
す
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様
に
な
つ
た
︒
▲
こ
れ
は
畢
竟
︑
独
逸
︑
亜
米
利
加
︑
特
に
米
国
に
於
け
る
実
験
心
理
学
の
研
究
の
賜
で
彼
の
元
良
博
士
が
精
神
物
理
学
を
研
究
し
尋
で
変
態
心
理
学
の
発
達
に
基
づ
い
て
居
る
︒
丸
亀
︑
大
阪
等
の
透
視
者
は
一
種
の
光
線
を
放
射
す
る
と
の
事
で
あ
る
が
︑
其
光
線
の
性
質
は
未
だ
物
理
学
者
の
研
究
を
経
ぬ
様
で
あ
る
が
︑
兎
に
角
︑
強
ひ
て
解
釈
せ
ん
と
力
め
ず
し
て
直
接
に
研
究
の
歩
を
進
め
ん
と
す
る
に
至
れ
る
は
学
界
の
進
歩
で
あ
る
︒
▲
往
時
は
一
学
科
そ
の
者
の
み
を
研
究
し
て
広
く
他
学
の
研
究
を
参
照
せ
ぬ
為
め
強
て
あ
る
一
部
に
拘
泥
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
つ
た
▲
が
今
日
に
於
て
は
整
々
た
る
各
方
面
の
研
究
の
進
歩
に
伴
れ
て
互
に
相
助
け
相
補
ひ
妖
怪
な
ど
も
次
第
に
其
正
体
が
知
れ
か
ゝ
つ
て
来
て
居
る
︒
兎
に
角
︑
甫
水
博
士
の
如
き
人
を
迎
へ
た
は
本
島
の
精
神
界
に
喜
ば
し
き
現
象
で
あ
る
︒
一
昨
日
の
東
洋
協
会
講
演
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
七
日
︶
20
東
洋
協
会
台
湾
支
部
は
︑
井
上
博
士
の
来
台
を
機
と
し
︑
一
昨
日
国
語
学
校
雨
天
体
育
操
場
に
於
て
講
演
会
を
開
き
た
る
が
︑
開
会
前
満
堂
人
を
以
て
充
た
さ
れ
︑
聴
衆
二
千
を
算
す
る
に
至
れ
り
︑
午
後
一
時
を
告
ぐ
る
や
片
山
法
学
士
は
登
壇
し
﹁
東
西
文
明
の
衝
突
﹂
と
題
し
開
口
一
番
︵
・
・
中
略
筆
者
・
・
︶
次
に
井
上
博
士
は
高
橋
殖
産
局
長
の
紹
介
に
よ
り
て
演
壇
に
進
み
﹁
心
理
的
妖
怪
﹂
な
る
演
題
に
付
き
我
日
本
程
古
来
妖
怪
多
き
こ
と
世
界
に
比
な
く
数
四
百
以
上
に
及
ぶ
と
前
提
し
︑
妖
怪
研
究
上
︑
妖
怪
を
物
理
的
妖
怪
と
心
理
的
妖
怪
と
に
分
別
す
︑
即
ち
物
理
的
妖
怪
は
物
よ
り
生
ず
る
妖
怪
に
し
て
︑
心
理
的
妖
怪
は
心
よ
り
生
ず
る
妖
怪
な
り
︑
此
二
者
を
称
し
て
仮
怪
と
い
ひ
︑
仮
怪
に
対
し
て
真
怪
と
い
ふ
も
の
あ
り
と
て
︑
進
ん
で
幽
霊
は
心
理
的
妖
怪
な
り
と
説
き
︑
千
里
眼
透
視
眼
の
如
き
は
変
態
心
理
に
属
す
る
も
の
に
し
て
︑
或
る
特
殊
の
感
覚
が
特
殊
の
活
動
を
な
す
も
の
な
り
と
断
じ
︑
世
間
の
所
謂
不
可
思
議
は
決
し
て
不
可
思
議
に
あ
ら
ず
︑
妖
怪
は
決
し
て
妖
怪
に
あ
ら
ず
︑
真
の
妖
怪
は
人
間
自
体
た
り
︑
大
宇
宙
自
体
た
り
︑
此
を
不
思
議
と
云
は
ず
ん
ば
何
を
か
不
思
議
と
云
は
ん
︑
180
之
を
妖
怪
と
云
は
ず
ん
ば
何
を
か
妖
怪
と
云
は
ん
や
と
て
︑
理
由
を
叙
し
て
降
壇
し
︑
午
後
四
時
散
会
し
た
り
台
北
医
院
の
精
神
講
話
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
七
日
︶
21
台
北
医
院
に
て
は
昨
日
午
後
四
時
よ
り
井
上
円
了
博
士
を
招
聘
し
院
内
の
講
堂
に
於
て
看
護
婦
の
為
め
に
精
神
講
話
を
催
し
た
り
と
云
ふ
︑
十
把
来
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
七
日
︶
22
円
了
先
生
の
渡
台
を
機
と
し
詩
会
を
催
し
て
は
如
何
︑
内
地
人
の
み
に
て
も
よ
し
本
島
人
を
加
ふ
れ
ば
更
に
よ
し
︵
蜂
の
腰
押
︶
︵
見
出
し
な
し
︶︵
明
治
四
四
年
一
月
一
八
日
︶
23
井
上
円
了
氏
︵
文
学
博
士
︶
今
朝
十
時
■
行
日
の
丸
館
の
幽
霊
︱
幽
霊
博
士
と
朦
朧
伯
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
八
日
︶
24
日
の
丸
館
に
幽
霊
と
は
陰
陽
の
対
照
頗
る
妙
な
ら
ね
ど
︑
其
日
の
丸
館
へ
頃
日
来
︑
幽
霊
研
究
の
泰
斗
井
上
円
了
博
士
が
宿
泊
せ
ら
る
ゝ
も
亦
奇
妙
な
る
処
へ
︑
美
術
学
校
を
勇
退
し
て
更
ら
に
美
術
院
を
組
織
し
た
る
東
都
朦
朧
派
の
驍
将
西
郷
孤
月
画
伯
が
滞
在
し
︑
恰
も
幽
霊
に
柳
を
書
き
添
へ
た
る
が
如
く
︑
為
に
日
の
丸
の
光
り
も
朦
朧
と
し
て
暈
し
た
く
な
る
心
地
せ
る
が
︑
日
の
丸
館
主
人
は
斯
か
る
好
機
逸
す
べ
か
ら
す
と
孤
月
氏
に
幽
霊
画
の
注
文
を
な
し
た
り
︑
し
か
も
其
注
文
が
普
通
の
注
文
な
ら
ず
︑
余
り
物
凄
い
幽
霊
を
書
い
て
貰
つ
て
は
臆
病
な
お
客
が
逃
出
し
て
仕
舞
ふ
故
︑
そ
こ
は
先
生
の
腕
前
を
以
て
恐
ろ
し
く
な
く
物
凄
く
な
く
中
頃
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加
減
の
優
し
い
や
う
な
可
愛
い
や
う
な
幽
霊
の
入
神
の
作
が
所
望
な
り
と
い
ふ
に
ぞ
︑
流
石
の
画
伯
も
閉
口
せ
し
が
︑
其
処
は
朦
朧
派
の
泰
斗
丈
け
あ
つ
て
腰
か
ら
下
は
書
消
す
と
も
頼
ま
れ
た
注
文
を
打
消
す
事
が
出
来
ず
︑
宜
し
い
と
引
受
け
種
々
苦
心
の
結
果
先
づ
其
模
型
を
高
砂
検
番
の
芸
妓
中
成
べ
く
影
の
薄
さ
う
な
人
相
か
ら
採
り
電
燈
に
布
を
被
せ
て
写
生
す
る
事
数
次
︑
漸
く
次
の
日
の
日
没
頃
︑
絹
面
が
ボ
ン
ヤ
リ
黒
ず
む
時
刻
を
計
つ
て
得
意
の
朦
朧
体
に
現
は
し
得
た
幽
霊
は
︑
凄
い
中
に
愛
嬌
あ
り
︑
淋
し
い
中
に
華
や
か
な
る
所
あ
り
て
︑
成
程
注
文
通
り
出
来
上
り
た
れ
ば
︑
日
の
丸
館
主
人
は
大
に
喜
び
︑
早
速
井
上
博
士
の
賛
を
乞
ひ
た
る
に
︑
博
士
も
大
に
感
心
し
︑
こ
れ
を
子
が
理
想
の
幽
霊
な
ら
ば
自
分
も
是
非
一
枚
書
い
て
貰
ひ
た
し
と
更
に
画
伯
に
注
文
し
た
の
で
︑
今
度
は
台
北
検
番
の
芸
妓
か
ら
モ
デ
ル
を
探
ら
ん
と
目
下
密
に
選
択
中
な
り
と
か
台
湾
神
社
参
拝
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
八
日
︶
25
中
央
製
糖
会
社
社
長
関
清
英
氏
は
近
藤
青
山
両
社
員
と
共
に
昨
日
午
前
十
一
時
台
湾
神
社
を
参
拝
し
︑
幣
帛
料
を
献
納
し
た
り
︑
又
井
上
円
了
博
士
は
一
昨
日
午
後
五
時
︑
随
員
中
野
氏
と
本
田
台
北
庁
員
の
案
内
に
て
参
拝
せ
り
︒
＊
博
士
巡
遊
日
程
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
九
日
︶
26
井
上
円
了
博
士
︒
経
去
十
四
五
六
等
日
︒
在
台
湾
教
育
会
︑
東
洋
協
会
台
湾
支
部
︑
愛
国
婦
人
会
支
部
等
講
演
完
畢
︒
遂
由
昨
日
動
身
︒
赴
地
方
巡
遊
︒
其
日
程
如
左
︒
十
八
日
／
中
壢
／
十
九
日
／
新
竹
／
二
十
日
／
苗
栗
廿
一
日
／
台
中
／
廿
二
日
／
東
勢
角
／
廿
三
日
／
南
投
廿
四
日
／
彰
化
／
廿
五
日
／
鹿
港
／
廿
六
日
／
斗
六
廿
七
日
／
嘉
義
／
廿
八
日
／
土
庫
／
廿
九
日
／
鹽
水
港
三
十
日
／
台
南
／
卅
一
日
／
安
平
／
二
月
一
日
／
打
狗
二
日
／
鳳
山
／
三
日
／
阿
緱
／
四
日
／
蕃
薯
七
日
／
桃
園
／
八
日
／
台
北
／
九
日
／
淡
水
十
日
／
頂
雙
溪
／
十
一
日
／
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宜
蘭
／
十
二
日
／
宜
蘭
十
三
日
／
羅
東
／
十
五
日
／
基
隆
聞
博
士
為
籌
充
哲
学
堂
之
維
持
拡
張
費
︒
在
当
地
応
一
切
揮
毫
之
請
︒
已
達
五
百
張
以
上
︒
此
後
有
意
求
為
揮
毫
者
︒
可
向
表
具
店
及
各
寺
院
申
請
之
云
︒
＊
参
拝
台
湾
神
社
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
九
日
︶
27
中
央
製
糖
会
社
長
関
清
英
氏
︒
於
本
月
十
七
日
午
前
十
一
勾
鐘
︒
偕
同
近
藤
青
山
両
社
員
︒
參
拝
台
湾
神
社
︒
獻
納
幣
帛
料
︒
又
文
学
博
士
井
上
円
了
氏
︒
亦
於
本
月
十
六
日
午
後
五
勾
鐘
︒
帶
其
随
員
中
野
氏
︒
由
本
田
台
北
庁
員
導
往
参
拝
云
︒
＊
哲
博
将
来
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
九
日
︶
28
哲
博
将
来
哲
学
博
士
井
上
円
了
氏
︒
原
定
日
昨
到
竹
︒
嗣
因
滯
留
中
壢
︒
以
応
該
地
人
之
歓
迎
︒
乃
改
定
本
月
十
九
日
到
竹
︒
在
竹
諸
官
民
︒
擬
延
其
赴
新
竹
俱
楽
部
︒
開
演
説
会
︒
並
席
上
揮
毫
︒
以
応
一
般
人
士
之
要
求
︒
聞
希
望
氏
之
宝
墨
者
︒
官
庁
有
五
十
余
人
︒
民
間
亦
如
之
︒
＊
旅
館
幽
霊
︵
明
治
四
四
年
一
月
一
九
日
︶
29
幽
霊
研
究
泰
斗
井
上
円
了
博
士
︒
近
投
宿
日
之
丸
館
︒
会
東
都
朦
朧
派
驍
将
西
孤
月
尽
伯
︒
亦
来
同
寓
︒
居
停
主
人
以
為
機
不
可
逸
︒
託
孤
月
氏
作
幽
霊
之
■
︒
不
忍
過
卻
︒
乃
於
高
砂
藝
妓
中
擇
其
一
人
︒
為
種
種
之
模
型
︒
先
布
被
於
電
燈
︒
次
日
日
沒
︒
復
命
以
絹
蒙
面
︒
而
後
刻
意
摹
写
︒
果
成
一
得
意
之
朦
朧
体
︒
寓
愛
嬌
於
淒
婉
之
中
︒
居
停
主
人
見
之
大
喜
︒
急
請
井
上
博
士
為
作
贊
︒
博
士
亦
大
感
心
︒
且
曰
余
当
理
想
之
幽
霊
︒
託
其
更
作
一
画
︒
聞
目
下
正
於
台
北
檢
番
藝
妓
中
物
色
之
︒
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＊
博
士
講
演
︵
明
治
四
四
年
一
月
二
一
日
︶
30
井
上
博
士
︒
如
所
報
既
於
十
九
日
到
竹
︒
本
擬
在
俱
楽
部
開
講
︒
因
聴
衆
頗
多
︒
乃
移
於
塚
乃
家
本
店
︒
是
日
自
午
後
六
点
鐘
起
︒
来
聴
者
已
接
踵
而
至
︒
雖
夜
間
微
雨
霏
霏
︒
而
広
座
幾
為
之
満
︒
博
士
之
演
題
︒
乃
就
御
詔
勅
聖
旨
︒
関
於
精
神
修
養
︒
風
俗
矯
正
︒
公
徳
発
展
︒
詳
為
講
演
︒
洋
洋
数
万
言
︒
聞
者
莫
不
為
之
感
動
也
︒
井
上
博
士
講
演
会
︵
明
治
四
四
年
一
月
二
二
日
︶
31
廿
一
日
午
後
二
時
か
ら
台
中
公
学
校
に
於
て
井
上
博
士
の
講
演
会
あ
り
︑
中
野
氏
は
博
士
巡
遊
の
趣
旨
を
述
べ
︑
次
で
博
士
は
﹁
戊
申
詔
書
の
大
意
﹂
及
び
﹁
教
育
と
宗
教
と
の
関
係
﹂
に
付
二
時
間
に
渉
り
講
演
せ
り
︑
来
聴
者
七
百
余
名
盛
会
を
極
む
︵
台
中
電
報
︶
中
壢
に
於
け
る
井
上
博
士
︵
明
治
四
四
年
一
月
二
二
日
︶
32
去
る
十
七
日
当
地
を
発
し
南
行
の
途
に
上
ら
れ
た
る
円
了
井
上
博
士
は
十
八
日
︑
中
壢
に
立
ち
寄
ら
れ
同
地
有
志
者
の
発
企
に
て
講
演
会
を
開
き
た
る
が
︑
博
士
は
戊
申
詔
書
及
教
育
勅
語
に
関
し
て
一
場
の
訓
話
を
為
し
た
る
が
︑
当
日
の
来
会
者
は
中
壢
︑
安
平
鎮
︑
揚
梅
壢
の
内
地
人
五
十
余
名
外
︑
本
島
人
の
篤
志
家
等
も
多
く
見
受
け
た
り
︑
而
し
て
博
士
は
来
会
者
の
為
め
七
十
余
枚
の
揮
毫
の
需
め
に
応
じ
て
綽
々
の
余
裕
を
示
さ
れ
た
る
等
︑
同
地
に
於
け
る
非
常
な
る
盛
会
な
り
き
︑
尚
博
士
は
同
地
出
発
に
際
し
金
︵
＊
一
︑
二
行
不
明
・
筆
者
︶
の
厚
意
を
高
■
は
深
く
同
地
人
士
を
感
動
せ
し
め
た
り
き
︒
＊
井
上
博
士
講
演
︵
明
治
四
四
年
一
月
二
三
日
︶
33
井
上
円
了
博
士
十
七
日
由
北
而
南
︒
十
八
日
途
至
中
壢
︒
該
地
有
志
者
為
開
講
話
会
︒
博
士
将
戊
申
詔
書
及
教
育
敕
語
所
関
訓
詁
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一
場
︒
是
日
来
会
者
︒
中
壢
安
平
鎮
楊
梅
壢
内
地
人
五
十
余
名
︒
外
此
本
島
人
特
志
家
復
多
有
之
︒
博
士
為
応
来
会
者
之
需
︒
揮
毫
七
十
余
幅
︒
極
其
盛
会
︒
博
士
将
由
該
地
出
発
時
︒
因
寄
贈
十
円
于
該
地
公
学
校
︒
該
地
人
士
見
其
高
義
︒
深
為
感
動
焉
︒
又
聞
廿
一
日
午
後
二
時
︒
博
士
復
在
台
中
学
校
開
講
演
会
中
野
氏
先
起
述
博
士
巡
游
旨
趣
︒
繼
則
博
士
将
戊
申
詔
書
大
意
及
教
育
与
宗
教
諸
関
係
︒
講
演
亙
二
時
間
︒
是
日
来
聴
者
七
百
余
名
︒
亦
会
況
極
盛
云
︒
井
上
博
士
巡
回
日
割
変
更
︵
明
治
四
四
年
一
月
二
五
日
︶
34
台
中
に
於
て
去
る
二
十
一
日
講
演
を
了
し
た
る
井
上
博
士
は
二
十
二
日
台
中
よ
り
東
勢
角
に
到
り
︑
午
後
一
時
よ
り
同
地
公
学
校
内
に
て
精
神
の
修
養
法
に
就
て
の
講
演
あ
り
︑
聴
者
二
百
名
盛
会
を
呈
し
た
り
︑
同
日
は
台
中
に
引
返
し
て
一
泊
せ
り
︑
二
十
三
日
に
は
台
中
よ
り
彰
化
に
赴
き
午
後
六
時
よ
り
武
徳
殿
に
於
て
講
演
を
為
し
︑
同
地
に
一
泊
︑
二
十
四
日
に
は
鹿
港
に
到
り
更
に
台
中
に
戻
り
て
一
泊
せ
り
︑
次
で
二
十
五
日
は
南
投
に
行
き
︑
二
十
六
日
は
斗
六
に
赴
く
べ
し
︑
而
し
て
二
月
初
旬
よ
り
台
南
に
共
進
会
の
開
催
さ
る
ゝ
あ
れ
ば
都
合
に
依
り
台
南
の
巡
遊
日
を
変
更
し
︑
即
ち
予
定
は
来
る
三
十
日
な
り
し
が
︑
之
れ
を
二
月
四
︑
五
の
両
日
に
変
更
せ
り
︑
従
つ
て
其
前
後
に
於
け
る
巡
遊
日
割
は
自
然
変
更
さ
れ
た
る
が
左
の
如
し
︒
︵
一
月
︶
二
十
七
日
土
庫
▲
二
十
八
日
二
十
九
日
嘉
義
▲
三
十
日
塩
水
港
▲
三
十
一
日
阿
緱
▲
︵
二
月
︶
一
日
蕃
薯
▲
二
日
鳳
山
▲
三
日
打
狗
▲
四
日
五
日
台
南
▲
六
日
安
平
▲
七
日
途
中
▲
八
日
桃
園
▲
九
日
十
日
台
北
▲
十
一
日
淡
水
▲
十
二
日
途
中
︵
頂
双
渓
︶
▲
十
三
日
途
中
▲
十
四
日
宜
蘭
▲
十
五
日
羅
東
▲
十
六
日
途
中
▲
十
七
日
基
隆
▲
十
八
日
基
隆
出
発
＊
井
上
博
士
巡
程
変
更
︵
明
治
四
四
年
一
月
二
六
日
︶
35
井
上
博
士
本
月
廿
一
日
︒
在
台
中
講
演
畢
︒
於
廿
二
日
︒
到
東
勢
角
︒
自
午
後
一
時
始
︒
在
該
地
公
学
校
内
︒
講
演
精
神
修
養
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法
︒
聴
者
二
百
名
︒
極
呈
盛
況
︒
是
日
復
帰
台
中
︒
廿
三
日
︒
自
台
中
赴
彰
化
︒
於
午
後
六
時
始
︒
在
武
徳
殿
講
演
︒
是
晚
宿
焉
︒
廿
四
日
︒
到
鹿
港
︒
更
返
台
中
︒
擬
廿
五
日
赴
南
投
廿
六
日
︒
到
斗
六
︒
又
博
士
原
擬
本
月
三
十
日
︒
前
往
台
南
︒
因
二
月
初
旬
︒
台
南
将
開
共
進
会
︒
故
改
其
期
為
二
月
四
及
五
両
日
︒
為
此
其
前
後
巡
程
皆
因
之
変
更
︒
即
一
月
廿
七
日
土
庫
︒
廿
八
日
嘉
義
︒
三
十
日
鹽
水
港
︒
三
十
一
日
阿
緱
︒
二
月
一
日
蕃
薯
︒
二
日
鳳
山
︒
三
日
打
狗
︒
四
五
両
日
台
南
︒
六
日
安
平
︒
七
日
在
途
中
︒
八
日
桃
園
︒
九
十
等
日
台
北
︒
十
一
日
淡
水
︒
十
二
日
在
途
中
十
三
日
在
途
中
︒
十
四
日
宜
蘭
︒
十
五
日
羅
東
︒
十
六
日
在
途
中
︒
十
七
日
基
隆
︒
十
八
基
隆
出
発
云
︒
＊
開
会
演
説
︵
明
治
四
四
年
一
月
三
〇
日
︶
36
井
上
文
学
博
士
此
次
渡
台
︒
訂
正
月
念
八
日
上
午
九
時
余
抵
嘉
︒
当
地
有
志
︒
擬
臨
駅
前
歓
迎
︒
于
是
日
午
後
壹
時
至
七
時
︒
在
嘉
義
公
学
校
内
演
説
︒
其
目
的
為
教
育
勅
語
大
意
︒
及
幽
霊
談
精
神
修
養
法
仏
教
国
家
関
係
︒
心
理
的
妖
怪
談
等
︒
壹
切
有
志
皆
可
随
意
臨
場
参
聴
︒
但
揮
毫
場
所
則
按
在
俱
楽
部
内
︒
如
有
乞
揮
毫
随
時
立
応
＊
大
演
説
会
︵
明
治
四
四
年
二
月
一
日
︶
37
井
上
文
学
博
士
︒
已
於
去
二
十
八
日
上
午
九
点
鐘
四
十
九
分
到
嘉
︒
官
紳
往
迎
者
不
下
百
十
人
︒
寄
宿
嘉
義
旅
館
︒
定
於
是
日
下
午
一
点
鐘
及
七
点
鐘
両
回
︒
二
十
九
日
同
上
両
回
以
嘉
義
公
学
校
為
会
場
︒
演
説
教
育
敕
語
大
意
︒
幽
霊
談
︒
精
神
修
養
法
︒
仏
教
及
国
家
之
関
係
︒
心
理
的
妖
怪
談
︒
揮
毫
場
︒
定
於
二
十
九
午
前
九
時
︒
以
嘉
義
俱
楽
部
揮
為
毫
場
︒
是
日
往
聴
者
数
百
人
之
多
︒
聴
至
妙
処
︒
無
不
拍
手
称
快
︒
聞
定
於
三
十
日
午
前
十
点
鐘
出
発
云
︒
186
世
論
一
般
︵
明
治
四
四
年
二
月
三
日
︶
38
先
の
伊
沢
先
生
の
﹁
国
家
教
育
宗
﹂
発
行
と
共
に
︑
井
上
円
了
博
士
は
又
教
育
勅
語
の
聖
旨
を
普
及
貫
徹
の
為
め
南
船
北
馬
︑
北
は
樺
太
朝
鮮
よ
り
南
は
琉
球
台
湾
に
至
る
迄
︑
足
跡
到
ら
ざ
る
な
く
︑
熱
心
に
其
の
宣
布
を
努
め
︑
自
ら
忠
孝
宗
の
宣
布
者
と
称
し
て
国
家
教
育
宗
︑
忠
孝
宗
の
如
き
も
の
等
を
洽
く
感
得
せ
し
め
ん
と
努
力
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
︑
我
国
民
は
由
来
︑
宗
教
心
薄
く
信
念
に
乏
し
く
︑
随
ひ
て
道
義
上
の
事
も
兎
角
︑
其
れ
智
識
の
み
に
傾
き
て
信
念
の
之
に
伴
う
も
の
な
し
︑
是
れ
其
の
道
義
心
の
甚
だ
堅
固
な
ら
ざ
る
所
以
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
︑
国
家
教
育
宗
︑
忠
孝
宗
に
し
て
此
信
念
を
堅
固
に
す
る
を
得
ば
︑
実
に
道
徳
上
の
大
成
功
と
謂
ふ
べ
し
︑
我
等
は
伊
沢
先
生
︑
井
上
博
士
の
蘊
蓄
深
き
教
育
上
の
智
識
と
経
験
と
が
其
■
■
を
し
て
■
に
至
ら
し
め
ん
を
切
望
す
︒
＊
博
士
将
来
︵
明
治
四
四
年
二
月
四
日
︶
39
嘉
義
官
紳
︒
近
因
文
学
博
士
井
上
円
了
師
︒
不
日
来
嘉
視
察
︒
内
地
人
二
十
四
名
︒
本
島
人
四
名
︒
為
発
起
人
︒
刊
刷
広
告
︒
註
明
筆
資
︒
分
発
各
支
庁
各
区
︒
俾
好
翰
墨
者
豫
備
紙
張
求
書
︒
蓋
博
士
為
内
地
大
手
筆
︒
字
体
蒼
古
︒
不
在
顏
柳
歐
蘇
之
下
︒
得
其
親
筆
墨
︒
無
異
獲
拱
璧
故
也
︒
井
上
博
士
講
演
︵
明
治
四
四
年
二
月
六
日
︶
40
昨
夜
七
時
よ
り
旧
公
館
に
て
井
上
博
士
の
講
演
あ
り
︒
来
会
者
四
百
名
︒
満
場
立
錐
の
余
地
な
き
盛
況
を
呈
し
た
り
︒
︵
五
日
台
南
電
︶
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＊
井
上
博
士
講
演
︵
明
治
四
四
年
二
月
七
日
︶
41
據
台
南
電
称
︒
井
上
博
士
︒
於
本
月
四
日
午
後
七
勾
鐘
︒
在
旧
公
館
講
演
︒
到
会
者
四
百
名
︒
満
場
蹌
躋
︒
幾
無
立
錐
之
地
︒
可
謂
極
非
常
之
盛
況
也
︒
︵
広
告
︶
井
上
博
士
講
演
︵
明
治
四
四
年
二
月
九
日
︶
42
井
上
円
了
博
士
講
演
日
時
九
日
午
後
三
時
ヨ
リ
会
場
東
門
外
曹
洞
宗
別
院
題
仏
教
の
宇
宙
観
及
人
生
観
台
湾
仏
教
会
︵
広
告
︶
井
上
博
士
講
演
︵
明
治
四
四
年
二
月
一
〇
日
︶
43
井
上
円
了
博
士
講
演
日
時
今
十
日
午
後
三
時
ヨ
リ
会
場
府
前
街
東
本
願
寺
布
教
所
題
勅
語
と
仏
教
台
湾
仏
教
会
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＊
博
士
講
演
︵
明
治
四
四
年
二
月
一
一
日
︶
44
南
巡
之
井
上
博
士
︒
於
月
之
三
日
午
後
七
時
在
打
狗
公
館
内
︒
大
開
講
演
︒
当
地
人
士
無
不
出
頭
参
聴
︒
竝
求
揮
毫
幅
素
︒
以
爲
紀
念
云
︒
＊
官
紳
紀
事
︵
明
治
四
四
年
二
月
一
三
日
︶
45
井
上
文
学
博
士
訂
十
八
日
自
宜
蘭
旋
基
即
日
帰
還
内
地
井
上
博
士
揮
毫
：
写
真
︵
明
治
四
四
年
二
月
一
五
日
︶
46
︵
注
︶
写
真
は
前
掲
拙
稿
二
四
六
頁
に
掲
載
井
上
博
士
講
演
会
︵
明
治
四
四
年
二
月
一
六
日
︶
47
嘗
て
本
島
巡
遊
中
な
り
し
井
上
博
士
は
︑
一
昨
十
四
日
午
後
二
時
よ
り
宜
蘭
倶
楽
部
に
於
て
同
地
愛
国
婦
人
会
員
の
為
︑﹁
教
育
談
﹂
な
る
演
題
の
下
に
講
演
せ
ら
れ
た
る
が
︑
聴
衆
約
三
百
余
名
に
し
て
盛
況
を
呈
し
た
り
︑
又
同
日
午
後
七
時
よ
り
一
般
公
衆
の
為
め
同
所
に
於
て
小
松
会
長
の
紹
介
に
依
り
︑
戊
申
詔
勅
の
大
意
と
妖
怪
談
な
る
二
題
に
就
い
て
縷
々
説
述
せ
ら
れ
た
る
が
︑
午
後
十
時
終
了
散
会
し
た
り
︑
著
名
な
る
同
博
士
の
事
と
て
聴
衆
無
慮
五
百
名
を
越
え
同
地
に
て
は
未
曽
有
の
盛
会
な
り
き
︑
＊
博
士
消
息
︵
明
治
四
四
年
二
月
一
七
日
︶
48
文
学
大
博
士
井
上
円
了
氏
往
游
宜
蘭
一
節
︒
前
報
誌
之
矣
︒
聞
本
十
四
日
為
愛
国
婦
人
会
員
請
︒
在
宜
蘭
俱
楽
部
為
講
話
︒
︵
問
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題
教
育
談
︶
来
聴
者
約
三
百
名
︒
又
同
日
下
午
因
小
松
庁
長
介
紹
︒
在
同
所
為
講
話
︒
︵
問
題
戊
申
詔
勅
大
意
及
妖
怪
談
︶
同
十
勾
鐘
畢
話
︒
来
聴
者
無
慮
五
百
名
︒
頗
極
盛
況
云
︒
＊
官
紳
紀
事
︵
明
治
四
四
年
二
月
一
七
日
︶
49
井
上
文
学
博
士
十
八
日
就
途
帰
京
往
来
︵
明
治
四
四
年
二
月
二
〇
日
︶
50
井
上
円
了
氏
︵
文
学
博
士
︶
一
昨
日
内
地
へ
帰
還
＊
官
紳
紀
事
︵
明
治
四
四
年
二
月
二
〇
日
︶
51
文
学
博
士
井
上
円
了
氏
大
昨
日
就
途
帰
京
︒
渡
台
中
所
感
︵
上
︶︵
明
治
四
四
年
四
月
三
日
︶
52
有
在
京
訪
問
員
︒
訪
問
日
前
渡
台
井
上
円
了
文
学
博
士
︒
博
士
語
如
左
︒
我
輩
居
内
地
︒
據
地
図
想
像
台
湾
︒
意
者
如
九
州
山
岳
之
多
︒
市
邨
当
散
在
諸
山
沢
間
︒
与
九
州
不
異
︒
今
次
渡
台
実
則
与
想
像
者
全
殊
︒
台
湾
之
平
原
渺
茫
︒
土
地
肥
沃
可
望
也
︒
初
懼
虐
疾
亦
痢
傳
行
︒
意
外
衛
生
上
之
施
設
︒
市
街
之
整
備
︒
及
官
衙
之
壯
麗
︒
凌
駕
内
地
而
上
︒
是
不
獨
吾
儕
之
所
感
︒
抑
渡
台
一
般
人
士
之
所
感
也
︒
所
可
異
者
台
湾
不
甚
与
日
本
同
化
︒
台
湾
島
民
有
幾
百
年
之
異
国
歴
史
慣
習
︒
況
帰
隸
期
日
尚
短
︒
僅
僅
十
四
五
年
間
︒
施
政
之
方
針
雖
巧
妙
亦
不
能
迅
速
若
此
︒
台
湾
現
風
俗
上
最
刺
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戰
吾
人
眼
膜
者
︒
辮
髮
与
纏
足
︒
辮
髮
之
陋
︒
固
不
待
云
︒
纏
足
則
人
道
上
之
問
題
︒
不
僅
風
俗
上
之
問
題
也
︒
台
湾
人
遵
奉
孔
教
︒
而
孔
子
孝
経
身
体
髮
膚
受
之
父
母
︒
不
可
毀
傷
︒
台
湾
人
乃
敢
行
此
蠻
行
︒
違
背
孔
教
︒
而
戕
害
天
然
之
両
足
也
︒
今
次
台
湾
断
髮
会
起
︒
辮
髮
者
漸
少
︒
洵
可
欣
喜
︒
雖
然
禁
纏
足
会
不
起
︒
吾
人
之
中
心
︒
尚
未
能
満
足
也
︒
禁
纏
為
今
日
之
急
務
︒
即
以
法
令
厲
行
之
亦
当
不
妨
︒
嘗
謂
風
俗
上
之
改
良
︒
於
台
湾
不
多
見
︒
断
髮
会
之
唱
︒
所
当
刮
目
︒
論
其
動
機
︒
其
起
於
支
那
対
岸
之
流
行
︒
本
島
人
起
而
效
之
︒
則
断
髮
之
価
値
若
有
若
無
︒
其
起
於
辮
髮
乃
野
蠻
的
︒
不
可
不
早
一
日
去
︒
台
湾
人
自
覺
之
心
︒
則
断
髮
之
価
値
不
可
勝
道
也
︒
台
湾
人
既
為
我
国
文
明
之
国
民
︒
則
不
宜
墨
守
故
国
之
旧
慣
習
︒
雖
然
支
那
人
之
慣
習
中
︒
有
善
者
則
取
之
何
妨
︒
若
辮
髮
与
纏
足
︒
非
善
者
也
︒
物
有
本
末
︒
事
有
先
後
︒
吾
人
意
中
︒
竊
謂
禁
纏
之
会
︒
不
宜
後
於
断
髮
会
︒
＊
渡
台
中
所
感
︵
下
︶︵
明
治
四
四
年
四
月
五
日
︶
53
台
湾
僧
侶
︒
多
缺
智
識
︒
宗
教
之
発
源
亦
低
︒
然
台
人
則
信
仰
之
有
素
︒
故
欲
指
導
台
人
而
使
之
同
化
︒
則
当
図
公
学
校
之
教
育
︒
如
何
究
備
︒
以
鼓
吹
其
有
母
国
之
精
神
智
識
習
慣
︒
然
僅
恃
此
︒
亦
未
可
容
易
成
功
︒
必
也
於
宗
教
一
面
︒
兼
為
鼓
舞
以
漸
漬
之
乎
︒
蓋
台
人
自
有
特
種
宗
教
︒
即
合
儒
仏
二
者
︒
以
成
其
混
合
之
教
︒
然
其
中
亦
多
偏
重
於
仏
教
一
途
︒
故
与
母
国
共
通
之
点
︒
甚
見
多
数
由
此
觀
之
︒
則
欲
由
宗
教
以
発
台
湾
︒
当
先
以
日
本
僧
侶
︒
発
台
湾
之
僧
侶
也
︒
夫
公
学
校
之
教
育
︒
雖
為
台
湾
当
務
之
急
︒
然
僅
以
是
為
鼓
吹
同
化
之
舉
︒
而
不
採
夫
宗
教
一
途
︒
以
利
用
其
信
仰
之
心
︒
則
同
化
之
效
︒
必
難
膚
奏
︒
何
則
︒
学
校
之
教
育
︒
雖
如
何
完
全
︒
而
一
帰
家
庭
︒
則
破
壞
立
尽
矣
︒
蓋
彼
在
公
学
校
時
︒
雖
灌
注
以
日
本
之
精
神
智
識
言
語
習
慣
︒
而
在
家
庭
則
所
用
不
同
︒
所
接
亦
異
︒
処
親
戚
友
朋
環
聚
之
中
︒
日
以
互
異
之
精
神
智
識
言
語
習
慣
︒
為
之
薰
蒸
︒
豈
不
習
与
性
移
耶
︒
此
所
以
学
校
之
灌
輸
日
本
的
精
神
智
識
言
語
習
慣
︒
日
焉
孜
孜
︒
而
同
化
旋
未
易
舉
也
︒
似
此
︒
其
当
於
家
庭
生
活
︒
並
為
著
手
改
善
乎
︒
夫
天
下
之
最
足
以
誘
化
家
庭
之
思
想
感
情
者
︒
莫
若
宗
教
︒
而
最
足
以
濟
度
世
間
之
善
男
女
者
︒
莫
若
僧
侶
︒
故
養
台
湾
僧
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侶
︒
以
日
本
的
智
識
︒
最
為
切
要
︒
而
日
本
僧
侶
之
主
持
於
感
化
台
湾
僧
侶
者
亦
当
取
其
宗
教
根
源
︒
同
出
一
本
︒
夫
而
後
可
以
徐
徐
進
步
︒
而
改
善
其
家
庭
社
会
︑
信
仰
︑
性
情
︑
風
俗
︒
以
至
於
同
化
也
︒
台
人
信
仰
之
神
︒
有
觀
音
︑
羅
漢
︑
孔
聖
︑
関
聖
︑
天
妃
諸
神
仏
︒
其
深
印
脳
裏
︒
決
未
可
軽
排
︒
如
北
港
等
処
天
妃
︒
其
祭
典
焚
化
紙
帛
︒
年
達
五
十
万
円
︒
以
外
可
勿
具
論
其
信
仰
之
熱
烈
為
何
如
耶
︒
況
孔
聖
觀
音
諸
神
仏
︒
内
地
亦
崇
祀
之
︒
強
為
廢
撤
︒
必
有
不
能
︒
然
欲
使
台
人
更
進
而
就
日
本
之
化
︒
則
当
使
彼
崇
信
之
神
︒
与
日
本
之
神
並
祀
︒
最
為
感
化
之
良
途
︒
予
﹁
井
上
博
士
自
云
﹂
渡
台
中
︒
有
以
応
祀
何
神
為
問
者
︒
其
人
意
見
︒
頗
以
楠
公
為
適
宜
︒
然
楠
公
与
管
公
︒
均
為
日
本
特
奉
之
神
︒
於
台
湾
未
可
云
適
也
︒
必
也
其
太
閤
与
時
宗
︒
於
外
国
英
名
赫
耀
者
為
最
宜
者
︒
蓋
二
神
並
祀
︒
則
於
於
崇
拝
信
奉
之
神
時
︒
見
有
不
知
不
覺
之
神
︒
必
起
疑
問
︒
以
後
如
漸
知
其
由
来
︒
則
敬
慕
之
心
︒
必
油
然
而
起
於
脳
際
且
可
以
補
助
夫
歴
史
的
之
教
育
︒
如
是
︒
則
有
心
於
引
導
台
人
之
同
化
者
︒
可
不
研
究
之
耶
︒
予
漫
遊
台
湾
中
︒
可
以
銘
刻
脳
裡
︒
頗
不
一
端
︒
然
如
鐵
道
之
発
達
︒
則
真
令
人
不
可
不
驚
其
神
速
︒
此
最
印
象
之
大
者
也
︒
＊
博
士
南
游
︵
明
治
四
四
年
四
月
九
日
︶
54
井
上
円
了
博
士
︒
自
明
治
廿
三
年
十
一
月
至
本
年
二
月
︒
前
後
凡
二
次
周
游
全
国
︒
皆
仰
体
御
詔
敕
之
聖
旨
︒
演
述
修
身
道
徳
大
要
︒
其
開
会
之
処
︒
合
琉
球
台
湾
樺
太
朝
鮮
小
笠
原
︒
凡
八
十
七
国
︒
一
千
五
百
七
十
九
市
町
村
今
後
苟
有
余
年
︒
尚
当
巡
徧
全
国
所
未
到
之
郡
︒
然
常
以
視
察
南
洋
及
南
美
植
民
地
之
風
教
為
必
要
訂
由
四
月
一
日
始
︒
即
乘
便
船
︒
第
一
先
向
濠
洲
由
是
復
巡
航
南
洋
諸
島
及
南
美
諸
州
︒
而
後
帰
朝
茲
獲
見
其
七
三
章
︒
附
録
於
左
︒
亦
以
見
博
士
之
雄
心
勃
勃
也
︒
詩
曰
東
去
西
来
知
幾
年
︒
壯
心
一
片
老
逾
堅
︒
微
衷
聊
欲
扶
皇
運
︒
又
上
南
洋
万
里
船
﹂
︒
北
馬
南
船
送
老
涯
︒
今
年
又
背
墨
堤
花
︒
死
山
斃
海
何
須
厭
︒
天
地
原
来
是
我
家
﹂
︒
老
来
去
百
家
書
︒
意
気
揚
揚
鵬
不
如
︒
樺
海
台
山
猶
覺
狹
︒
垂
天
翼
向
■
洋
舒
︒
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＊
博
士
寄
附
︵
明
治
四
四
年
六
月
八
日
︶
55
曩
日
渡
台
之
井
上
博
士
︒
于
台
中
彰
化
鹿
港
東
勢
角
等
所
得
揮
毫
料
︒
共
六
百
一
円
余
︒
近
以
其
中
四
十
円
︒
寄
附
于
建
立
中
之
台
中
神
社
︒
【
註
︼
(
１
)
佐
藤
厚
﹁
井
上
円
了
の
台
湾
巡
講
に
関
す
る
資
料
︵
一
︶
﹂︵
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
﹄
二
六
︑
二
〇
一
八
年
︶
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